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　　市　の　人　口

（昭和60年６月１日現在）

　52,543世帯（前月比124世帯増）

　164,345人（前月比124人増）

　81,647人

　82,698人

世帯数

人　口

　　男

　　女

実施設計は今年度完成

産
業
振
興
の
拠
点
づ
く
り

　
本
市
と
宇
治
商
工
会
議
所
の
複
合
施
設
と
し
て
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
構
想
が
持
た
れ

て
い
た
（
仮
称
）
産
業
会
館
の
基
本
設
計
が
完
成
。
六
月
六
日
の
市
民
環
境
常
任
委
員
会

（
前
窪
義
由
紀
委
員
長
）
で
、
そ
の
概
要
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
今
年
度
中
に

実
施
設
計
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。
同
会
館
は
、
本
市
の
産
業
を
振
興
す
る
拠
点
と
し

て
建
設
を
計
画
。
完
成
後
は
、
産
業
の
展
示
・
紹
介
や
情
報
交
換
な
ど
の
場
と
し
て
、
積

極
的
な
活
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ト
（
仮
称
）
産
業
会
館
の
完
成
予
想
図

　
昭
和
二
土
〈
年
の
市
政
施
行
当

時
は
、
人
口
が
約
三
万
八
千
〈
の

立
型
的
な
田
園
都
市
で
あ
っ
た
本

市
も
、
現
在
で
は
京
都
市
を
除
ぐ

府
下
第
一
の
土
（
万
都
市
に
成
長

し
て
い
求
ず
。

　
そ
し
て
、
か
つ
て
は
京
阪
神
の

近
郊
都
市
と
し
て
の
立
地
条
件
か

ら
、
大
工
場
を
中
心
に
工
場
の
進

出
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
四
十
年

以
降
の
急
激
な
都
市
化
の
進
展
に

伴
い
、
今
日
で
は
次
第
に
住
宅
都

市
と
し
て
の
性
格
か
謡
一
め
、
産
業

基
盤
は
弱
体
化
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
経
済
力
を
高
め
、
市
民

の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

は
、
遅
れ
て
い
る
産
業
基
盤
の
条

件
整
備
な
ど
、
産
業
の
振
m
積

極
的
に
推
進
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

本
市
で
は
商
工
会
議
所
と
の
官
民

連
携
で
商
工
業
発
展
の
拠
貞
つ
く

り
か
遥
め
る
こ
と
に
な
り
、
五
十

八
年
九
月
に
（
仮
称
）
産
業
会
館
の

基
本
廼
蜃
作
成
し
ま
し
た
。

　
同
会
館
は
、
そ
の
基
本
理
念
と

し
て
砺
報
交
換
の
場
、
交
流
の

場
、
産
業
の
展
示
・
紹
介
の
場
と

し
て
の
機
能
を
有
し
、
市
民
牛
活

に
密
着
し
た
活
力
あ
る
街
つ
く
り

夕
展
望
し
た
施
設
と
し
て
の
役
列

侃
周
。
地
域
産
業
並
び
に
福
祉

　
計
画
概
要
で
は
、
同
会
館
の
建

設
予
定
地
は
宇
治
琵
琶
四
十
五
番

地
、
旧
菟
道
第
二
小
学
校
跡
地
の

二
土
（
百
九
十
八
平
方
μ
。
建
築

面
積
は
千
十
六
平
方
μ
、
延
べ
床

面
積
は
二
士
（
百
九
十
二
平
方
μ
。

構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

（
一
部
鉄
骨
造
り
）
の
地
上
三
階
建

て
・
塔
屋
一
階
建
て
で
す
。
全
体

の
内
、
市
所
有
部
分
か
八
百
十
三

平
方
μ
、
商
工
会
議
所
所
有
部
分

が
士
（
十
九
平
方
μ
、
共
有
部
分

コ

に-1 I '二

　宇治白川線

（
仮
称
）
産
業
会
館

　
一

総
合
福
祉
会
館

ｊ
コ
「

ただ今開催中

歴史資料館・普通展

▲宇治茶師にあてた伊達政宗の書状(関ヶ原合戦以前)

一 睡 個 個 個 ■ ■ ■ － 一 個 個 － ■ 一 個 個 － ■ ■ － ■ － ・ － ・ 睡 皿 一 個 一 番 一 睡 一 個 個 個 － ■ ■ 個 個 一 個 ・

ｉ★入場…無料★開館時間…午前９時～午後5一時:

１★休館…月曜日・祝日★交通…京阪宇治・国鉄｜

｜宇治・近鉄大久保駅から「太陽が丘」行バスに｜

｜乗車、折居台・下車★問い合わせ…⑩13日㈹　｜

　
六
月
四
日
か
ら
、
歴
史
資
料
館

１
茶
師
の
牛
活
と
文
化
咎
題
し

て
、
第
一
回
普
通
展
を
開
い
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
さ
･
＃
≪
J
ま
な

側
面
か
ら
、
江
戸
時
代
に
身
分
的

に
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
宇
治
茶

師
の
姿
夕
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま

す
。
江
戸
幕
府
老
中
連
署
奉
書
、

宇
治
郷
の
絵
図
、
谷
文
晃
や
富
岡

鉄
斎
の
絵
画
な
ど
、
注
目
す
べ
き

資
料
を
多
数
出
品
。
普
通
展
は
、

十
二
月
末
ま
で
に
三
期
ほ
ど
に
区

分
し
、
大
幅
な
展
示
替
え
か
将
う

予
定
で
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

467

増
進
の
中
核
施
設
と
し
て
、
役
立

つ
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

鉄
筋
３
階
建
て

　
　
費
用
は
約
６
億
円

が
八
百
十
平
方
μ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
車
い
ず
で
も
利
用
で
き
る
十

五
人
乗
り
の
エ
レ
ベ
Ｌ

駐
車
場
（
二
十
台
収
容
）
も
備
え
ら

れ
ま
す
。

　
主
な
施
設
は
、
一
階
で
は
ビ
デ

オ
放
映
設
備
や
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を

備
え
た
「
産
業
情
報
コ
ー
ナ
ド
」
、

地
元
産
品
の
展
示
・
即
売
必
一
や
講

演
心
一
な
ど
の
催
し
に
使
用
で
き
る

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
、
そ
し
て
「
喫

茶
室
」
な
ぺ
二
階
は
商
工
会
議

所
の
「
事
務
室
」
と
「
資
料
室
」
。

会
頭
室
な
ど
の
「
役
員
屏
。
三

階
は
夭
会
議
室
」
「
映
写
蚕
」

「
中
会
議
ぎ
、
そ
れ
に
中
小
企

業
の
研
修
な
ど
に
開
放
す
る

　
「
研
修
室
三
室
（
和
室
一
室
）
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
会
館
の
建
設
費
は
、
市
と

商
工
会
議
所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
面

積
比
（
お
お
ひ
ね
市
四
‥
商
工

会
議
所
六
）
で
費
用
を
分
担
。

具
体
的
な
建
設
費
は
、
今
年
度

に
予
定
さ
れ
て
い
る
実
施
設
計

の
完
成
後
に
確
定
し
求
か
、

現
段
階
で
は
約
六
億
円
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
芦
学
治
市
青
少
年
セ

ン
タ
ー
が
、
昭
和
五
十
九
年
度

版
の
「
宇
治
市
青
少
年
セ
ン
タ

ー
の
あ
ゆ
み
」
を
発
行
。
各
学

校
を
は
じ
の
、
少
年
補
導
委
員

な
ど
の
関
係
団
体
に
配
布
し
ま

し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
青
少
年
の

健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
の

市
民
交
流
の
場
と
し
て
五
土
（

年
九
月
に
開
設
。
五
十
八
年
以

来
、
毎
年
活
動
状
況
を
冊
子
に

歩
と
め
発
表
し
て
い
ま
す
。

百
十
一
件
）
と
い
ラ
状
況
で
す
。

　
内
容
は
、
小
学
校
で
は
窃
盗

が
第
一
位
な
が
ら
、
五
十
八
年

度
の
五
〇
％
か
ら
三
一
・
八
％

に
減
少
。
し
か
し
、
第
二
位
の

悪
質
な
い
じ
め
・
い
や
が
ら
せ

は
、
五
十
八
年
度
の
三
倍
に
達

す
る
二
回
二
％
忿
ふ
し
て
い

ま
す
。
中
学
校
で
は
、
第
一
位

が
暴
力
の
二
〇
・
一
弥
。
第
二

位
が
窃
盗
で
、
五
十
八
年
度
の

二
〇
・
三
％
か
ら
一
五
・
六
％

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
第
三
位

万
引
な
ど
の
窃
盗
は

　
減
少
傾
向
を
示
す

　
悪
質
な
い
じ
め
や

　
い
や
が
ら
せ
が
激
増

　
五
十
九
年
度
の
ま
と
め
で
は
、

委
据
導
上
の
問
題
行
動
は
、

小
学
校
で
は
五
十
七
年
度
の
六

百
九
人
（
三
百
十
一
件
）
か
ら
五

十
八
年
度
三
百
七
十
八
人
（
百

八
十
七
件
）
と
激
減
し
た
も
の

の
、
五
十
九
年
度
は
再
び
五
百

三
十
八
人
（
二
百
二
十
五
件
）
に

急
増
。
中
学
校
で
は
五
土
〈
年

欠
Ｆ
‐
ク
に
毎
年
減
少
し
、
五

十
九
年
度
は
士
〈
十
二
人
（
六

は
悪
質
な
い
ｔ
＞
ｆ
ｉ
-
い
や
が
ら

せ
の
一
五
・
三
％
。
と
こ
ろ
で
、

問
題
行
動
に
占
め
る
女
子
牛
徒

の
比
率
は
年
ご
と
に
増
加
。
五

十
九
年
度
で
は
過
去
最
高
の
三

二
・
一
％
舎
不
し
て
お
り
、
特

に
悪
質
な
い
じ
め
・
い
や
が
ら

せ
に
至
っ
て
は
、
約
五
八
％
に

も
達
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
未
了
。

　
問
題
行
動
の
質
的
変
化

　
全
体
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の

反
社
会
的
行
動
は
沈
静
化
を
た

ど
り
、
逆
に
登
校
拒
否
な
ど
の

非
社
会
的
問
題
行
動
が
増
え
つ

つ
あ
る
こ
と
が
今
日
の
大
き
な

特
徴
で
す
。
更
に
、
高
校
生
や

有
職
・
無
職
少
年
ら
の
オ
ー
ト

バ
イ
に
よ
る
暴
走
行
為
や
シ
ン

ナ
ー
乱
用
は
増
加
傾
向
が
見
ら

れ
、
十
分
な
注
意
が
必
要
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
外
、
青
少
年
相
談
と
し

て
の
電
話
相
談
は
、
五
十
八
年

度
よ
昨
七
旦
二
十
三
件
増
え
て

ニ
エ
〈
百
二
十
三
件
。
電
話
相

談
活
動
の
定
着
化

を
ふ
し
て
い
ま
ｙ

主
な
相
談
で
は
、

「
性
」
の
問
題
が
ト

り､呼

　
　
ツ
プ
。
続
い
て
「
人

　
　
生
」
、
「
対
人
関
係
」
、

　
　
「
健
康
」
、
「
男
女
関

の
順
番
に
な
っ
て
お

性
」
の
問
題
は
別
と
し

て
も
、
青
少
年
の
心
身
に
直
接

的
に
か
か
わ
る
悩
み
の
相
談
が

増
え
て
い
ま
ず
。

　
な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
六

十
年
度
の
活
動
方
針
と
し
て
、

市
民
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育

成
啓
発
活
動
（
七
月
・
十
一
月
）
、

暴
力
追
放
・
少
年
非
行
防
止
宇

城
久
住
民
大
会
な
ど
、
広
域
的

な
啓
孤
居
動
へ
の
取
ひ
組
み
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
ず
。

　
　
　
　
　
（
青
少
年
対
策
室
）

東
宇
治
１
号
汚
水
幹
線
築
造
費
に

４
億
２
千
４
百
万
円
を
追
加

委
員
会
で
議
案
等
の
審
議
が
行
わ

れ
、
六
月
二
十
八
日
の
本
会
議
で

議
決
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は
、

当
初
予
算
以
後
に
発
生
し
た
事
業

Ｊ
.
禰
助
金
の
内
定
に
伴
う
も
の

で
、
九
百
九
十
七
万
円
の
減
額
と

な
り
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
二

亘
〈
十
五
億
八
千
四
百
六
十
万
一

千
円
と
な
り
ま
ず
。

　
補
正
予
算
案
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〈
一
般
会
計
〉

▽
宇
治
市
行
政
改
革
審
議
会
設
置

　
経
費
に
六
十
四
万
九
千
円

▽
京
都
府
総
合
防
災
訓
練
経
費
に

　
二
百
四
十
万
円
。

▽
仮
称
・
宇
治
市
ジ
ル
バ
人
材

　
セ
ン
タ
ー
運
営
補
助
金
に
一
千

　
四
百
万
円
。

▽
五
ヶ
庄
野
添
団
地
建
替
事
業
で

　
一
億
四
千
九
百
二
万
九
千
円
の

　
一
部
減
額
（
翌
年
度
へ
繰
弦
越

　
し
）
。

▽
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
等
経
費

　
に
三
千
万
円
。

▽
市
道
１
３
０
号
線
調
査
設
計
委

　
託
料
に
二
百
五
十
万
円
。

▽
第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会
等

　
開
催
準
辱
釜
積
立
金
に
二
百

　
万
円

　
〈
公
共
下
水
道
特
別
会
計
〉

▽
東
宇
治
１
号
汚
水
幹
線
築
造
事

　
業
費
に
四
億
二
千
四
百
万
円
。

　
六
月
宇
治
市
議
会
定
例
会
は
、

六
月
十
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の

十
九
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
六
十
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

案
夕
ほ
じ
め
、
三
特
別
会
計
補
正

予
算
案
、
宇
治
市
行
政
改
革
審
議

会
設
置
条
例
案
若
年
二
議
案
が

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
各

（仮称）産業会館　基本設計まとまる

59年度版
「宇治市青少
年センターの
あゆみ」

６月補正

予算案

茶師の生活と

文化
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日
本
型
食
生
活
と
い

う
言
葉
が
、
新
聞
、
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら

飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
健
康
に
つ
い
て
、

多
く
の
人
が
強
い
関
心

を
寄
せ
て
い
る
こ
と
の

反
映
と
も
い
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
食
生
活
と
健

康
な
ど
の
問
題
を
考
え

て
み
ま
し
よ
う
。

日本人の栄養バランスは
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
3
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
一

型想
　
　
　
　
　
6
9
5
6

理
　
　
　
　
　
Ｃ
一

きれいな三角形
栄養バランスのJ,C本は。タンパク質

（Ｐ）と脂肪（F)と炭水化物（C）のバ

ランスです。この3 IS分の熱量比を

P F C カロリー比といいます。理想

的な比率は、Pll~14％. F20～30

％、C 69-56％といわれ、おおまか

には１：２：５となります。

図のように、日本はほぽ理想的な比

率になっていますが、アメリカやフ

ランスでは１：４：４で、いずれも

脂肪の割合が高くなりすぎて、炭水

化物が低いことがわかります。

れ
た
食
生
活
客
ふ
こ
と
が
大
切

だ
と
い
え
ま
す
。

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
は
タ
ン
パ
ク
質

　
（
Ｐ
）
、
脂
肪
（
Ｆ
）
、
炭
水
化

物
（
Ｃ
）
の
三
栄
養
素
の
熱
量
比

舎
果
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

三
角
形
で
表
し
た
も
の
が
、
右
図

Ｐ12.6日本

①
(亘巨召玉)

　　フランス　P13.4

で
す
。
平
均
的
に
み
る
と
私
た
ち

日
本
人
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
は
取
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
均
と
い

う
こ
と
で
、
食
べ
過
ぎ
の
人
な
ど

も
少
な
ぐ
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
で
、
日
本
型
食
生
活
夕
見

直
す
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

F27.1

豪食糧庁rデータにみる日本の食糧Jより

い
し
い
」
と
か
「
ま
ず
い
」
と
感

じ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
色
、

形
、
に
お
い
、
温
度
、
百
易
り
、

そ
し
て
後
天
的
な
食
体
験
な
ど
が

複
雑
に
絡
交
号
て
生
じ
る
感
覚

な
の
で
す
。

　
味
覚
は
、
子
ど
も
の
こ
人
か
ら

食
事
の
欧
米
化
に
歯
止
め

▲自然の材料を生かした消費生活講座の料理実習<fiO年６月３日）

し
よ
シ
か
。
伝
統
的
な
日
本
の
食

事
は
タ
ン
パ
ク
質
が
不
足
し
が
ち

で
す
が
、
乳
製
品
や
卵
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
れ
ば
か
な
り
理
想
的
な

内
容
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
食
糧

自
給
の
面
か
ら
も
、
風
土
や
環
境

に
合
っ
た
食
生
活
か
営
む
こ
と
に

意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
体
験
に
よ
っ
て

　
つ
く
ら
れ
る
味
覚

　
食
べ
物
は
、
単
に
味
だ
け
で
「
お

母
親
に
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
食
物
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

豊
か
な
食
体
験
が
与
え
β
れ
る
と

よ
い
の
で
Ｔ
が
、
濃
厚
な
味
の
イ

ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
中
心
と
す
る

食
生
活
な
ど
で
、
食
体
験
が
貧
し

い
と
味
覚
の
領
域
も
狭
く
、
食
物

へ
の
適
応
性
も
乏
し
ぐ
な
る
で
し

よ
Ｉ
コ
。
　
　
ヽ

　
幼
い
と
き
に
覚
え
た
味
は
、
ず

っ
と
後
ま
で
身
に
つ
い
て
し
ま
う

も
の
で
す
。
健
康
上
の
問
題
も
含

め
母
親
の
責
任
は
重
大
で
す
。

契
約
を
考
え
る

　
依
然
と
し
て
訪
問
販
売
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
市

で
も
消
費
生
活
相
談
の
半
数
以
上

が
訪
問
販
売
な
ど
契
約
に
関
す
る

ケ
ー
ス
で
す
。
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は

巧
み
で
強
引
な
話
術
で
売
り
込
ん

で
来
る
の
で
す
が
、
一
方
消
費
者

で
す
が
、
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
た
め
、
一
般
に
は
約
東
し
た

内
容
を
記
載
し
た
契
約
書
を
つ
く

り
ま
す
。

　
契
約
書
に
署
名
、
押
印
す
る
前

に
、
も
う
一
度
契
約
内
容
を
よ
く

読
ん
で
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
契
約

手作りおやつ

　
キ
ャ
ロ
ッ

ト
ゼ
リ
ー

　
だ
ん
だ
ん
暑
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
冷
た
い
お
や
つ
↓

ヤ
ロ
″
ト
ゼ
リ
ー
を
手
作
り
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
野
菜
嫌
い
の

子
ど
も
も
「
お
い
し
い
ヨ
」
と

言
う
は
ず
。

　
　
総
合
的
に

　
　
見
直
す
食
生
活

　
食
牛
活
上
の
安
全
性
に
つ
い
て
、

細
菌
や
毒
物
の
こ
と
は
よ
ぐ
分
か

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
食
品
添
加

物
や
農
薬
な
ど
の
化
学
物
質
は
歴

史
が
新
し
い
た
め
、
分
か
ら
な
い

こ
と
も
多
く
、
不
安
の
声
も
聞
か

れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
便
利
で
見
栄
え
の

よ
い
食
品
や
、
欧
米
型
の
食
生
活

だ
け
を
追
う
こ
と
を
や
め
る
時
期

に
き
た
ぷ
っ
で
す
。
そ
し
て
、
風

土
や
環
境
に
適
し
た
日
本
型
食
生

認
否
直
し
た
い
も
の
で
す
。

　
今
日
の
食
事
は
、
明
日
の
命
に

つ
な
が
る
も
の
。
食
な
目
給
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
、
食
品
の
安
全
性
の

問
題
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る

ぷ
ワ
で
す
。

契
約
内
容
で
あ
る
約
款
を
細
か
く

検
討
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
一
定
の
約
款
に

は
、
加
入
者
に
不
利
に
な
ら
な
い

ぷ
つ
に
す
る
こ
と
、
約
款
の
全
文

記
載
の
書
面
か
交
付
す
る
こ
と
な

ど
が
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
約
款
の
内
容
は
、
よ
ほ
ど
不
合

理
で
な
い
限
り
、
約
款
は
有
効
で

す
。
約
款
を
十
分
に
読
ん
だ
上
、

よ
く
検
討
し
て
か
ら
契
約
す
る
慎

重
さ
が
必
要
で
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ

　
手
作
り
お
や
つ
は
母
親
の
信

頼
感
を
高
め
る
と
同
時
に
、
食

に
罰
加
物
な
ど
の
摂
取
も
避
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
面
か
ら
Ｅ
羊
ハ
切
。
頑

張
っ
て
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　　２本

l,OOOcc

　200 k

　120 g

　1個分

大さじ１

　　　　　材　　　料

寒　天

　水

ニンジン

砂　糖

レモン汁

オレンジキュラソー(洋?S)

　
　
作
り
方

①
寒
天
を
ち
ぎ
っ
て
水
に
つ
け

　
る
。

②
ニ
ン
ジ
ン
か
洗
っ
て
皮
を
む

　
衣
替
え
は
す
み
ま
し
た
か
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
と
き

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
を

す
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◇
依
頼
の
前
に
◇

　
破
れ
や
ほ
つ
れ
の
直
せ
る

も
の
は
直
し
て
お
き
ま
す
。

ボ
タ
ン
の
取
れ
そ
シ
な
も
の

も
付
け
直
し
ま
す
。
特
に
、

高
価
な
ボ
タ
ン
や
飾
り
ボ
タ

ン
、
あ
と
染
め
の
ボ
タ
ン
は

　
き
、
輪
切
り
に
す
る
。

③
ニ
ン
ジ
ン
を
な
べ
に
入
れ
柔

　
ら
か
く
な
る
ま
で
ゆ
で
る
。

④
柔
ら
か
く
な
っ
た
ニ
ン
ジ
ン

　
と
水
二
百
に
を
ミ
キ
サ
ー
に

　
か
け
る
。

⑤
よ
ぐ
絞
っ
た
寒
天
に
水
八
百

　
管
犬
れ
、
煮
溶
か
す
。
砂

　
糖
と
④
の
ニ
ン
ジ
ン
を
入
れ

　
て
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
る
。

⑥
⑤
の
熱
を
と
り
、
少
し
冷
め

　
・
た
ら
、
レ
モ
ン
汁
と
オ
レ
ン

　
ジ
キ
ュ
ラ
ソ
ー
を
入
れ
て
混

　
ぜ
る
。

⑦
⑥
か
愈
一
（
ゼ
リ
ー
型
ま
た
は

　
バ
ッ
ト
）
に
流
し
入
れ
て
、

　
冷
や
し
固
め
る
。

で
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、
。

確
認
し
て
お
き
ま
す
。

◇
依
頼
を
す
る
時
◇

　
し
み
は
、
そ
の
種
類
や
経

過
日
数
、
応
急
処
置
な
ど
を

伝
え
る
な
と
、
よ
く
相
談
し

ま
す
。
フ
ア
″
シ
ョ
ン
性
の

高
い
衣
料
は
。
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
が
可
能
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
取
次
店
を
利
用
す
る
と

き
は
、
要
望
や
注
意
点
な
ど

を
必
ず
工
場
へ
伝
え
る
ぷ
つ

に
念
を
押
し
、
預
り
証
に
そ

ト
ラ
ブ
ル
未
然
に
防
ぐ

らしの知

外
し
て
お
く
方
が
安
心
。

　
し
み
が
付
い
て
い
る
個
所

に
は
、
糸
で
目
印
を
付
け
て

お
き
ま
す
。
毛
皮
製
品
や
和

服
な
ど
は
、
グ
リ
ー
ニ
ン
グ

店
か
ら
専
門
店
に
取
り
次
い

　
梅
雨
に
入
り
、
か
び
の
シ

ー
ズ
ン
が
到
来
。
し
ぶ
し
、

季
節
に
関
係
な
く
か
び
の
発

生
す
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

の
旨
を
記
入
し
て
も
A
<
ｒ
＼
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

◇
引
き
取
り
の
時
◇

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ

ル
の
中
に
は
、
品
物
の
営
に

取
り
時
に
消
費
者
と
業
者
の

ブル例（色あせ）

納
場
所
は
、
こ
れ
ら
を
考
慮

し
て
決
め
ま
す
。

◇
必
ず
密
封
し
て
◇

　
乾
燥
や
移
り
香
を
防
ぐ
と

双
方
が
確
認
を
し
な
か
っ
た

た
め
に
起
き
た
も
の
が
多
い

ぷ
っ
で
す
。

　
チ
エ
″
ク
す
る
点
は
、
①

品
物
は
間
違
っ
て
い
な
い
か

②
汚
れ
や
し
み
は
落
ち
て
い

る
か
③
ス
ー
ツ
や
ツ
ー
ピ
ー

ス
は
上
下
が
そ
ろ
っ
て
い
る

か
④
ベ
ル
ト
や
肩
章
な
丿
に
母

属
品
は
あ
る
か
⑤
色
あ
せ
、

破
れ
、
毛
羽
立
ち
、
こ
す
れ
、

型
崩
れ
な
ど
出
す
前
と
変
わ

っ
た
と
こ
ろ
の
点
検
な
ど
。

◇
事
故
が
起
き
た
ら
◇

　
も
し
、
事
故
が
生
じ
た
ら
、

ま
ず
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
申

し
出
る
こ
と
。
説
明
を
求
め

る
と
と
も
に
よ
く
話
し
合
う

こ
と
が
大
切
で
す
。
取
次
店

の
場
合
は
、
工
場
側
の
責
任

者
聚
交
え
て
三
者
で
話
し
合

シ
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
当
事
者
間
で
解
決
方
法
が

見
い
出
せ
な
い
と
き
は
、
市

役
所
の
消
費
牛
活
相
談
室
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事

故
は
原
因
の
究
明
に
時
間
が

か
か
っ
た
り
、
原
因
や
責
任

が
明
確
に
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
常
に
冷
静
な
対

処
が
望
ま
れ
ま
す
。

与
政
ま
す
。

◇
熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
◇

　
熱
い
ま
ま
の
食
品
を
入
れ

る
と
、
庫
内
の
温
度
が
上
昇

468

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
事
故

日
本
型
食
生
活
の

よ
さ
を
見
直
す

　
日
本
型
食
生
活
と
は
、
米
、
野

菜
、
海
藻
、
魚
、
大
豆
を
中
心
と

し
た
食
事
形
態
を
い
い
ま
す
。
そ

の
内
５
　
は
、
か
つ
て
の
貧
し
い
食

事
に
尻
る
の
で
は
な
く
、
食
事
の

欧
米
化
に
歯
止
め
を
か
け
な
が
ら

畜
産
物
、
油
脂
な
ご
ひ
適
度
に
加

え
て
健
康
上
望
ま
し
い
食
生
活
を

実
現
に
ヱ
シ
と
い
う
も
の
で
す
。

　
戦
膜
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
を

通
じ
、
そ
し
て
最
近
ま
で
私
た
ち

日
本
人
は
高
タ
ン
パ
ク
、
高
カ
ロ

リ
ー
の
欧
米
型
食
生
活
の
道
を
た

ど
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
欧
米

の
人
た
ち
は
脂
肪
や
カ
ロ
リ
よ

剰
の
た
め
に
肥
満
と
、
そ
れ
に
よ

る
高
血
圧
や
心
臓
病
、
糖
尿
病
な

ど
の
成
人
病
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
夕
し
た
中
で
、
世
界
的
に
日

本
型
食
生
活
か
注
目
を
集
め
る
こ

と
に
な
り
、
私
た
ち
日
本
人
も
目

分
だ
も
の
食
生
活
を
見
直
し
始
め

た
の
で
す
。

　
栄
養
バ
フ
ン
ス
を
　
考
え
よ
う

　
「
こ
の
食
品
は
健
康
に
良
い
」

健康な暮らしのために
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　消費生活は主婦の問題だと思われているようです。しかし、

それは見当違いです。衣・食・住・契約問題など、人の生活あ

るところ全てその分野であり。男性、女性、老人、子どもを問

うものではありません。食生活と健康の問題、訪問販売のこと

など、ご家族全員で話し合ってほしいものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(商工観光課)

ことばよりも約款

が
成
立
す
る
と
、
相
手
に
約
束
を

実
行
す
る
よ
う
に
求
め
る
権
利
が

あ
る
半
面
、
自
分
も
支
払
い
な
ど

の
履
行
か
ず
る
義
務
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　
約
款
を
よ
く
読
み

　
検
討
し
て

　
契
約
を
結
ぶ
時
、
私
た
ち
は
セ

ー
ル
ス
マ
ン
の
言
葉
を
信
用
し
、

　
の
活
用
を

　
訪
問
販
売
や
割
賦
販
売
な
ど
で
、

う
ま
い
話
に
乗
っ
て
契
約
し
て
し

ま
っ
た
場
合
、
契
約
日
を
含
め
七

日
以
内
で
あ
れ
ば
、
消
費
者
か
ら

書
面
で
通
知
す
る
こ
と
で
無
条
件

に
串
し
込
み
の
撤
回
ま
た
は
契
約

の
解
除
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
ク

ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
と
い
ラ
制
度
で

す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
か
莉
用
す

る
と
き
は
必
ず
書
面
で
。
書
面
は

で
き
る
だ
け
、
内
容
証
明
郵
便
を

使
い
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
商
品
か

μ
旨
か
、
代
金
は
分
割
か
ど
シ
か

な
ど
も
考
慮
さ
れ
ま
す
の
で
、
心

配
な
と
き
に
は
市
役
所
な
ど
の
消

費
牛
活
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

暮らしの知恵

浴
室
は
だ
れ
も
が
思
い
つ
き

ま
す
が
、
意
外
な
こ
と
に
冷

蔵
庫
内
な
の
で
す
。

　
庫
内
で
は
、
か
び
や
細
菌

の
増
殖
を
少
し
ば
か
り
抑
え

る
こ
と
は
で
き
て
も
、
増
殖

牽
止
め
る
こ
と
は
で
呈
笹

ん
。
兵
ｍ
県
生
活
科
学
研
究

所
の
テ
ス
ト
結
果
で
、
冷
蔵

と
も
に
、
庫
内
に
悪
臭
を
こ

も
ら
せ
な
い
ぷ
つ
に
、
食
品

は
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
や
ポ
リ

袋
、
密
封
容
器
な
ど
で
密
閉

し
ま
す
。

◇
す
き
間
を
つ
く
っ
て
◇

　
壁
と
食
品
、
食
品
同
士
は

空
間
を
あ
け
て
、
冷
気
の
流

れ
を
妨
げ
な
い
ぷ
つ
に
す
る

・
庫
内
の
低
い
温
度
と
少
な
い

湿
度
で
繁
殖
す
る
か
び
の
存

在
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
冷
蔵
庫
は
、
短
期
間
の
保

・
存
場
所
で
す
。
便
い
方
が
悪

‘
け
れ
ば
、
決
し
て
安
全
な
場

所
と
い
え
な
く
な
り
ま
す
。

◇
温
度
差
考
え
収
納
◇

　
最
も
温
度
が
低
い
の
は
魚

肉
ヶ
Ｉ
ス
。
棚
は
一
般
に
、

中
段
や
下
段
の
奥
の
方
が
低

く
、
手
前
は
高
め
で
す
か
ら

傷
み
や
す
い
食
品
な
ど
の
収

こ
と
。
大
き
な
バ
″
ト
や
お

盆
な
ど
の
ま
ま
入
れ
る
と
、

庫
内
の
温
度
分
布
に
影
響
を

　
白
ア
リ
が
発

生
し
て
い
る
か

ど
ラ
か
は
、
羽

ア
リ
が
飛
び
始

め
る
と
分
か
り

ま
す
。
し
か
し
、

日
ご
ろ
か
ら
清

掃
、
土
台
部
分

を
時
々
だ
た
く

な
ど
の
点
検
を

し
、
保
管
中
の
他
の
食
品
の

１
　
度
も
上
が
り
ま
す
。
そ
う

す
る
と
傷
み
や
す
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

◇
ド
ア
の
開
閉
は
手
早
く
◇

　
ド
ア
の
開
閉
回
数
が
多
か

っ
た
り
開
け
て
い
る
時
間
が

長
い
ほ
ど
、
庫
内
の
温
度
は

下
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

食
品
は
傷
み
や
す
く
、
ま
た

電
気
代
も
か
さ
ん
で
き
ま
す
。

◇
き
れ
い
に
掃
除
を
◇

　
兵
庫
県
牛
屈
科
学
セ
ン
タ

ー
の
テ
ス
ト
結
果
で
は
、
き

れ
い
に
掃
除
す
る
こ
と
で
か

び
の
発
生
は
防
げ
ま
す
。

　
特
に
、
野
菜
入
れ
（
室
）

▲冷蔵庫内は清潔に

は
Ｉ
、
二
週
間

に
一
度
、
庫
内

全
体
は
１
ヵ
月

に
Ｉ
、
二
回
掃

除
か
于
れ
ば
よ

い
と
の
こ
と
で

す
。
い
つ
も
清

潔
に
保
っ
ふ
っ

に
努
力
し
ま
し

よ
’
フ
。

行
い
、
早
期
発
見
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
発
見
し
た
場
合
、

業
者
に
駆
除
と
再
発
防
止
処

ｎ
を
依
頼
し
ま
す
。

　
予
防
措
置
と
し
て
は
、
土

台
や
床
下
材
に
防
ア
リ
処
理

材
を
用
い
た
り
、
部
材
の
表

面
や
木
口
に
ク
レ
オ
ソ
ー
ト

油
欠
浸
し
塗
る
の
も
有
効
で

す
。
土
台
下
に
ア
ス
フ
″
ル

ト
ー
ル
ー
フ
″
ン
グ
や
銅
板

を
敷
き
込
ん
で
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
白
ア
リ
は

乾
燥
に
比
較
的
弱
く
、
建
物

全
体
や
、
特
に
床
下
の
通
気

を
よ
く
し
て
お
き
ま
す
。

　
防
ア
リ
剤
の
吹
き
付
け
や

散
布
も
有
効
で
す
が
、
人
体

に
無
害
と
は
い
え
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
の
で
要
注
意
。

◇
防
湿
対
策
も
◇

　
白
ア
リ
な
芦
書
虫
の
発
生

は
湿
気
も
大
き
な
原
因
で
す
。

家
の
中
に
湿
気
を
こ
も
ら
せ

な
い
こ
と
。
床
下
は
通
気
を

よ
く
し
石
灰
を
ま
い
て
吸
湿
、

消
毒
し
ま
す
。
床
下
換
気
孔

か
ぷ
さ
が
な
い
ぷ
つ
に
、
家

屋
に
接
し
て
物
を
置
か
な
い

ぶ
つ
に
注
意
が
必
要
で
す
。
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ス
マ
ー
ト
で
カ
ラ
フ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
、
運
転
の
簡
易
な
こ
と
、
学
科
試
験
だ
け
で
免
許
が
取
れ
る
こ
と
。
価

格
や
税
金
、
燃
費
が
比
較
的
安
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
は
急
激
に
普
及
。
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
運
転
者
に

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
が
。
ま
だ
義
務
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
近
く
着
用
も
義

務
付
け
ら
れ
る
様
子
で
す
。
今
回
は
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る

　
　
安
全
基
準

　
乗
車
用
ヘ
ル
メ
″
卜
の
形
状
に

は
、
ハ
ー
フ
型
、
セ
ミ
ジ
ェ
″
ト

型
、
ジ
ェ
″
卜
型
、
フ
ル
フ
ェ
イ

ス
型
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ

シ
な
形
状
で
あ
っ
て
も
、
日
本
工

業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
に
よ
る
安
全

基
準
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
乗
車
用
ヘ
ル
メ
″
卜
の
安
全
基

準
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　
耐
汗
性
と
耐
油
性
が
あ
り
、
皮

眉
に
有
害
な
影
響
を
与
汽
な
い
こ

と
。
金
具
類
は
、
さ
び
止
め
処
理

を
施
す
こ
と
。

　
表
面
が
固
く
滑
ら
か
で
、
縁
は

丸
み
か
痔
っ
て
い
る
こ
と
。
帽
体

　
（
表
面
の
固
い
部
分
）
の
曲
率
半

径
が
七
十
五
φ
以
上
あ
る
こ
と
。

衝
撃
吸
収
体
（
裏
張
り
）
の
厚
さ

が
均
一
で
、
よ
ぐ
接
着
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
五
．
ｆ
以
上
の
堅
い
突
出

商品情報
S Gマーク

乗車用ヘルメット④Ｓマーク

安
全
へ
の
必
需
品

物
、
一
下
以
上
の
び
よ
ラ
が
出
て

い
な
い
こ
と
。

　
頭
部
に
よ
く
な
じ
み
、
傷
つ
け

る
恐
れ
の
な
い
こ
ど
‥
組
み
立
て

が
良
好
で
、
支
障
の
あ
る
傷
、
割

れ
、
ひ
び
な
ど
が
な
い
こ
と
。
左

右
の
視
野
が
百
五
度
以
上
あ
り
、

視
野
か
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
構
造

▲ヘルメットは頭に合ったものを

で
あ
る
こ
と
。
ひ
さ
し
の
あ
る
も

の
は
、
ひ
さ
し
と
帽
体
が
Ｉ
体
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
。
著
レ
兪

力
を
損
な
わ
な
い
こ
と
。
あ
ご
ひ

も
は
帽
体
に
固
定
さ
れ
、
ぽ
実
に

装
着
で
き
る
こ
と
。

　
乗
車
用
ヘ
ル
メ
″
ト
の
重
さ
は

一
７
以
下
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
も
重
要
な
強
度
と
し
て
、
衝

撃
吸
収
性
と
耐
貝
通
性
に
は
、
一

定
の
基
準
値
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

あ
ご
ひ
も
の
強
さ
は
二
十
五
、
ｆ
以

上
伸
び
な
い
こ
と
も
要
求
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
の
製
造
ま
た
は
輸
入
業

者
名
、
（
口
頭
に
よ
く
合
っ
た
も
の

を
便
用
す
る
こ
と
、
（
Ｕ
あ
ご
ひ
も

を
正
し
ぐ
締
め
る
こ
と
、
栄
曾

な
衝
撃
か
受
け
た
ヘ
ル
メ
″
卜
は

外
観
に
損
傷
が
な
く
て
も
使
用
し

な
い
こ
と
、
な
鉢
夢
表
示
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
着
用
は

　
あ
な
た
自
身
の
た
め

　
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
バ
イ
ク

事
故
の
場
合
、
け
が
の
部
位
（
死

亡
事
故
の
致
命
傷
の
主
な
損
傷
部

位
を
含
む
）
は
、
頭
部
が
六
八
・

一
Ｆ
で
最
も
多
く
、
け
い
部
七
・

七
賢
、
胸
部
四
阿
、
腹
部
二
・
六

賢
、
腰
部
一
・
一
Ｆ
、
そ
の
他
六

・
五
賢
と
つ
づ
い
て
い
未
了
。

　
こ
ラ
し
て
み
る
と
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
す
る
こ
と
が
芦
沢
だ
け

大
切
か
よ
ぐ
分
か
り
ま
す
。

　
購
入
す
る
と
き

　
安
全
マ
ー
ク
を
確
認

　
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
は
、
Ｊ

Ｉ
Ｓ
了
‐
ク
が
付
い
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
は
消
費
生
活
用
製

品
の
内
、
一
般
消
費
者
の
生
命
や

身
体
に
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
多

い
と
認
め
Ｇ
れ
る
製
品
を
指
定
。

そ
れ
ら
の
商
品
に
つ
き
国
が
定
め

た
安
全
基
準
に
合
っ
て
い
る
か
チ

ェ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。
合
格
し
た
も

の
に
は
、
。
Ｓ
″
マ
ー
ク
（
安
全

の
略
）
か
表
示
し
て
お
り
、
表
示

の
な
い
も
の
は
販
売
で
富
笹
ん
。

　
ま
た
、
製
品
安
全
協
会
が
独
自

に
安
全
基
準
を
定
め
て
お
り
、
こ

れ
に
適
合
し
た
も
の
に
は
、
。
Ｓ

Ｇ
″
マ
ー
ク
（
安
全
な
製
品
の
略
）

が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｇ
マ

ほしいもの　譲りたいもの

Ｉ
ク
つ
き
の
製
品
の
欠
陥
に
よ
っ

て
事
故
が
生
じ
た
場
合
、
損
害
賠

償
の
被
害
者
救
済
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
、
Ｓ
の
マ
ー

ク
を
確
認
し
、
で
き
れ
ば
Ｓ
Ｇ
マ

ー
ク
の
つ
い
て
い
る
も
の
を
購
入

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
製
品
に

は
使
用
上
の
注
意
と
取
扱
説
明
書

が
つ
い
て
い
る
の
で
、
表
示
を
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

　
頭
に
合
っ
た
も
の
を
使
用
し
、

あ
只
も
は
必
ず
正
し
く
締
め
ま

し
ょ
う
。

●登録・問い合わせ

　
家
庭
の
中
で
使
わ
れ
て
い
な
い
品
物

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
譲
っ
て
ほ

し
い
も
の
、
譲
り
た
い
も
の
を
情
報
セ

ン
タ
ー
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

　
梅
雨
も
本
番
。
湿
気
と
と

も
に
住
ま
い
の
害
虫
が
繁
殖

し
、
建
物
に
被
害
を
与
え
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
白
ア

リ
な
ど
は
山
林
に
近
い
所
や

山
林
を
開
発
し
た
造
成
地
な

ど
で
多
く
発
生
す
る
よ
ｙ
フ
で

す
。
白
ア
リ
を
中
心
に
駆
除

や
予
防
法
を
考
え
て
み
ま
し

◇
白
ア
リ
の
種
類
◇

　
ヤ
マ
ト
白
ア
リ
は
、
北
海

床
下
、
床
束
・
柱
の
根
元
、

土
台
な
ど
に
侵
入
し
、
表
面

を
歿
し
て
辺
材
の
部
分
を
食

い
荒
ら
し
ま
す
。
春
か
ら
初

夏
の
雨
上
が
り
の
昼
間
、
羽

ア
リ
と
な
っ
て
群
れ
飛
び
ま

す
。

　
イ
エ
白
ア
リ
は
、
静
岡
以

西
の
南
岸
や
四
国
・
九
州
な

ど
温
暖
地
に
分
布
。
砂
質
の

土
中
に
巣
を
作
り
、
建
物
全

体
に
被
害
を
与
え
ま
す
。
初

住
ま
い
の
害
虫

乾
燥
に
弱
い
白
ア
リ

道
北
部
か
際
い
た
全
国
に
分

布
。
暗
く
湿
っ
た
木
部
－
台

所
・
浴
室
・
洗
面
所
な
ど
の

夏
か
ら
真
夏
に
か
け
て
羽
ア

リ
と
な
っ
て
群
れ
飛
び
ま
す
。

◇
早
期
発
見
で
◇

ド
白
ア
リ
予
防
は
早
期
発
見
で

不用品情報センター
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暮
ら
し
の
情
報

表
示
を
確
認
し
、
頭
に
合
わ
せ
て

の
側
に
も
契
約
に
対
す
る
認
識
の

甘
さ
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
ま

す
。

　
　
契
約
内
容
は

　
　
約
款
の
条
項
に

　
契
約
と
は
、
権
利
や
義
務
が
生

じ
る
約
東
の
こ
と
で
、
当
事
者
が

合
挙
右
ば
成
立
に
ま
す
。
こ
れ

は
口
約
東
だ
け
で
も
成
立
す
る
の

冷
蔵
庫
の
か
び

庫
内
の
掃
除
忘
れ
ず



　
ろ
ラ
あ
者
問
題
や
手
話
に
つ
い
て
理
解
夕
広
め
、
ろ

う
あ
者
と
健
聴
者
の
交
流
を
進
め
る
た
め
に
、
市
民
手

話
教
室
を
開
き
ま
す
。

　
手
話
を
通
し
て
障
害
者
の
問
題
な
目
分
た
ち
の
問
題

に
Ｉ
。
手
話
で
諧
り
今
♀
４
ｙ
り
し
さ
を
、
仲
間
と
共

に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７

時
半
ト
９
時
▼
対
象
・
：
ろ
シ
ゐ
者
福
祉
に
関
心
が
あ
り
、

全
回
出
席
で
き
る
健
聴
者
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
会
館

三
階
▼
受
講
料
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
問
い
ふ
お
せ
・
：

福
祉
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
。
　
　
（
福
祉
課
）

市民手話教室の日程表

福祉のお知

らせ

月　日 内　　　　容

V5勿 初めて手話を学ぷ人のために

手
話
の
実
技
練
習

7/12(勿 ろうあ協会の歩み

7/i9旬手話サークル｢茶だんご｣の活動

7/26図手話奉仕貝の活動

8/2斜 パネルディスカッション
　　　「私たちの暮らし」

8/9吻 各地a.で交流

8/2a火懇親会．手話劇など

◇

ト
会
話
が
で
き
る
よ
う
ガ
ン
バ
ル
手
話
教
室
の
皆
さ
ん

　
　
（
６
月
７
日
、
総
合
福
祉
会
館
で
）知

ら
せ
に
ま
す
。

　
（
目
的
・
性
格
）

　
目
的
は
「
広
く
国
民
の
間
に

ス
ポ
ー
ツ
盈
笈
し
、
ア
マ
チ

ュ
ア
リ
ズ
ム
と
ス
ポ
ー
ツ
精
神

を
高
揚
し
て
国
民
の
健
康
増
進

　
福
祉
医
療
費

　
受
給
者
証
の
切
り
替
え

　
現
在
使
用
中
の
福
祉
医
療
費
受

給
者
証
（
黄
色
）
は
、
六
月
末
で

有
効
期
間
が
切
れ
ま
す
。
引
き
続

き
該
当
す
る
人
に
は
、
六
月
中
に

新
し
い
受
給
者
証
（
う
ぐ
い
す
色
）

を
お
送
り
し
ま
す
。
住
所
や
扶
養

義
務
者
な
ど
に
穿
更
が
あ
っ
た
時

は
、
速
や
か
に
届
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
こ
の
福
祉
医
療
の
制
度
は
、
保

険
診
療
の
自
己
負
担
分
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。
次
に
該
当
す
る

人
で
未
申
請
の
人
は
、
健
康
保
険

証
と
ｍ
鑑
か
痔
っ
て
福
祉
事
務
所

Ｉ
ツ
の
祭
典
で
あ
る
」
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
（
標
章
〈
国
体
マ
ー
ク
〉
）

　
三
十
度
右
傾
斜
の
赤
色
の
火

炎
を
、
直
径
の
十
分
の
一
の
紺

青
色
の
円
帯
で
囲
ん
だ
も
の
で
、

　
昭
和
二
十
一
年
に
京
都
で
第

一
回
国
民
体
育
大
会
が
開
催
さ

れ
、
今
日
ま
で
三
十
九
年
の
歴

史
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の

間
全
国
各
地
か
巡
る
中
で
。
広

く
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
、
健
康

の
増
進
と
体
力
の
向
上
を
図
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
国
体
は
、
「
国
民
体
育
大
全
一

開
催
基
準
要
項
」
に
銑
つ
い
て

開
催
。
要
項
の
主
な
内
容
を
お

社
会
課
重
于
塑
じ
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
昭
和
五
十
九
年
中
の

所
得
が
制
限
額
か
超
え
た
人
や
健

康
保
険
に
未
加
入
の
人
は
、
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

　
〈
老
人
の
場
合
〉

　
6
5
歳
以
上
7
0
歳
未
満
の
所
得
税

非
課
税
世
帯
、
一
人
暮
ら
し
、
寝

た
き
り
、
老
人
世
帯
。

　
〈
心
身
障
害
児
・
者
の
場
合
〉

　
身
体
障
害
者
等
級
―
・
２
級
の

人
、
重
度
の
精
神
薄
弱
者
、
３
級

の
身
体
障
害
者
で
中
度
の
精
神
薄

弱
者
。

　
〈
母
子
家
庭
の
場
合
〉

　
1
8
歳
未
満
の
子
μ
も
、
小
学
校

修
了
前
の
児
童
の
母
。
（
社
会
課
）

　
重
障
老
人
健
康
管
理
事
業

　
対
象
者
証
の
切
り
替
え

　
老
人
保
健
法
に
よ
る
重
障
参
人

健
康
管
理
事
業
対
象
者
証
の
有
効

期
限
は
六
月
末
で
す
。
健
康
手
帳

に
対
象
者
証
（
ピ
ン
ク
の
シ
ー
ル
）

が
は
っ
て
あ
る
人
は
、
六
月
中
に

健
康
手
帳
を
持
っ
て
社
会
課
ま
で

お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理

事
業
は
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

人
が
、
参
人
保
健
法
に
よ
る
医
療

を
受
け
た
際
の
一
部
自
己
負
相
金

か
公
費
で
稔
チ
る
制
度
で
す
。

　
〈
対
象
と
な
る
人
〉

　
6
5
歳
以
上
の
人
で
○
等
級
１
・

会
場
地
市
町
村
の
共
催
で
行
わ

れ
ま
す
。

　
市
民
の
総
意
で

　
京
都
国
体
成
功
を

　
国
体
は
、
我
が
国
最
大
の
ス

又
ポ
ー
ツ
・
文
化
四
振
興

と
体
力
の
向
上
を
図
り
、
併
せ

て
地
方
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
文

化
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
共
に
、

国
民
牛
活
を
明
る
く
豊
か
に
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
国
民
各

層
を
対
象
と
す
る
体
育
・
ス
ポ

昭
和
二
十
二
年
に
制
定
（
下
図
）
。

　
な
お
こ
の
標
章
は
、
㈱
日
本

体
育
協
会
の
許
可
な
く
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

　
（
主
催
す
る
団
体
）

　
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
、

文
部
省
と
開
催
地
都
道
府
県
、

ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
。

　
市
で
は
、
六
十
三
年
京
都
国

体
を
主
催
す
る
一
員
と
し
て
、

全
力
か
挙
げ
て
成
功
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
国
体
の
開
催
を
契
機
に
、
市

民
自
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
し
、

２
級
の
身
体
障
害
者
ｏ
璽
度
の
精

神
薄
弱
者
○
ａ
級
の
４
体
障
害
者

で
中
度
の
精
神
薄
弱
者
、
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
。
か
だ
し
、

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
は
申
請
し
な

い
と
受
給
で
孝
ま
せ
ん
。
詳
し
ぐ

は
社
会
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
凭
　
（
社
会
課
）

　
手
足
・
耳
が
不
自
由
な
人
の

　
巡
回
更
生
相
談

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
4
日
側
、
午
後

１
時
Ｆ
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福

襲
願
▼
費
用
・
・
・
無
料
▼
内
容
・
・
・

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
や
再
交

付
に
必
要
な
診
断
。
補
装
具
の
交

付
や
修
理
に
必
要
な
診
呵

　
な
お
、
手
帳
の
交
付
や
再
交
付

申
請
に
は
、
印
鑑
と
顔
写
真
（
縦

四
×
横
三
り
）
　
一
枚
が
必
要
。

ま
た
、
補
装
具
の
交
付
、
修
理
申

請
に
は
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。
現

在
補
装
具
を
便
用
し
て
い
る
人
は
、

そ
の
補
装
具
か
混
子
痔
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
宇
治
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
障
害
児
欠
対
象
と
し
て
夏
休
み

に
開
く
、
宇
治
サ
了
‐
ス
ク
ー
ル

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
尤

　
▼
と
き
…
実
習
１
７
月
2
2
日
側

～
2
4
日
唄
ス
ク
ー
ル
開
校
＝
2
6

貝
『
８
月
５
日
側
、
1
4
日
㈹
、
1
9

日
向
、
否
晶
、
2
9
日
困
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉
小
学
校
ほ
か
▼

申
し
込
み
・
：
６
月
3
0
日
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
（
豊
⑩
5
6

5
4
）
へ
。
（
襲
福
祉
協
議
会
）

　
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
養
成
講
座

　
車
い
す
利
用
者
や
寝
た
貪
ｙ
の

人
舎
篇
ｙ
る
。
あ
さ
ぎ
り
尹

の
運
転
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
を
養
成
す

る
講
座
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
3
0
R
㈲
、
午
前

９
時
半
ト
午
後
Ｏ
時
半
▼
と
こ
ろ

・
：
総
合
福
祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
車
い

ず
専
用
自
動
車
に
関
す
る
講
義
と

実
習
▼
講
師
…
城
寄
啓
一
さ
ん
▼

対
象
・
・
・
普
通
免
許
が
あ
る
人
▼
申

し
込
み
・
問
い
令
幻
せ
・
：
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ン
ク
（
豊
⑩
5
6
5
4
）

へ
。
　
　
（
襲
福
祉
協
議
合

　
旧
軍
人
の
一
時
金
請
求

　
旧
軍
人
と
し
て
、
通
算
三
年
以

上
勤
務
し
た
人
に
支
給
さ
れ
亘

時
金
の
請
求
期
限
が
、
一
六
十
年
九

月
三
十
日
で
時
効
に
な
り
求
ｙ
。

至
急
手
続
き
を
し
ア
ー
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
次
の
人
は
除
孝
示
す
。

　
①
旧
軍
人
退
職
後
公
務
員
と
な

り
、
旧
軍
人
の
在
職
期
間
を
含
め

た
退
職
年
金
等
か
受
け
る
資
格
を

持
つ
人
②
一
時
恩
給
請
求
済
み
の

人
と
普
通
恩
給
を
受
け
て
い
る
人
。

　
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
社
会
課

（
Ｓ
⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（
社
会
課
）

　
市
で
は
、
成
人
病
の
早
期
発
容
・
：
成
人
病
を
中
心
に
総
合
健

見
と
予
防
を
進
め
る
た
め
、
国
康
診
断
（
京
都
第
一
赤
十
字
病

民
健
康
保
険
の
加
入
者
を
対
象
院
）
▼
検
診
日
・
：
９
月
１
日
か

に
、
半
日
人
間
ド
″

ク
検
診
料
を
補
助
し

未
了
］
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
…
次
の
①

～
④
の
全
て
の
条
件

に
該
当
す
る
人
。
①

検
診
日
に
宇
治
市
の

国
保
に
継
続
し
て
一

年
以
上
加
入
の
人
②

4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満

の
人
③
検
診
日
に
入

院
ま
た
は
妊
娠
し
て

半日人間ドック

受診者を募集
ら
6
1
年
Ｃ
Ｏ
月
3
1
日
ま

で
の
希
望
日
（
た
だ

し
調
整
す
る
握
影

あ
り
ま
ず
）
▼
費
用

・
・
・
検
診
料
の
７
割
を

補
助
し
、
自
己
負
担

額
は
女
子
一
万
二
千

三
百
円
、
男
子
一
万

一
．
千
四
百
円
▼
定
員

・
・
・
2
0
0
人
（
先
着
順
）
▼

申
し
込
み
・
・
・
７
月
１

日
か
ら
印
鑑
と
保
険

証
か
痔
っ
て
保
険
年

い
な
い
人
④
5
9
年
９
月
か
画
6
0
金
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。
電

年
３
月
ま
で
の
間
に
、
こ
の
制
話
で
も
受
け
付
け
拿
Ｔ
が
、
後

度
か
莉
用
し
て
い
な
い
人
▼
内
日
手
続
き
鴛
（
保
険
年
金
課
）

　
社
会
保
険
相
談
所

社
会
保
険
の
相
談
な
芦
気
軽
に
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
７
月
1
2
日

出
＝
小
倉
公
民
館
、
2
6
日
出
＝
広

野
公
民
分
館
、
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
１
時
～
４
時
。
（
保
険
年
金
課
）

単
衣
物
仕
立
て
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
３
日
か
ら
3
1
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
で
５
日
間
、

午
前
９
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
宇

治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
宇
治
里

尻
7
1
の
９
）
ｙ
講
師
９
　
梨
子

さ
ん
▼
内
容
・
：
女
物
単
衣
の
仕
立

て
ｙ
受
講
料
・
・
・
無
料
ｙ
定
員
仙

人
（
先
着
順
）
▼
準
備
品
・
・
・
単
衣

反
物
、
和
裁
道
具
一
式
、
筆
記
用

具
な
ど
▼
申
し
込
み
・
：
６
月
2
1
日

か
ら
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

（
登
仙
2
3
1
5
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
　
「
宇
治
市
政
だ
よ
り
」
の
次
号
七
月
一
日
号
は
、
六

月
三
十
日
間
の
朝
刊
に
折
り
込
み
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
）

470

お
知
ら
せ

　
育
成
学
級

　
夏
期
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

　
▼
対
象
・
・
大
学
生
▼
募
集
人
数

・
：
若
干
名
▼
期
間
…
７
月
2
2
日
１

８
月
3
1
日
（
日
曜
日
と
８
月
1
3
日

か
ら
1
6
日
ま
で
を
除
ぐ
）
▼
勤
務

時
間
・
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時
▼

賃
金
・
：
四
千
四
百
六
十
円
（
日
額
）

▼
申
し
込
み
・
：
６
月
2
1
日
か
ら
2
5

　 ・

　 １
・ －

競
技
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

に
努
め
、
ま
た
全
国
か
ら
集
う

大
勢
の
人
た
ち
蔵
美
し
ぐ
清

潔
な
環
境
の
下
で
温
か
ぐ
迎
λ

る
た
め
の
町
づ
く
り
を
遥
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
地
方
ス
キ
・
Ｉ
ツ
の
振
興
と
文

化
の
発
展
－
国
体
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
も
、
土
八
万
市

民
あ
げ
て
京
都
国
体
を
成
功
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
（
国
体
準
備
室
）

日
ま
で
に
、
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
は
っ

て
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
本

人
が
持
参
で
。
（
社
会
教
育
課
）

　
小
学
校
プ
ー
ル

　
管
理
補
助
員
を
募
集

　
▼
資
格
・
・
・
1
8
歳
以
上
の
男
女
（
高

校
生
は
除
ぐ
）
▼
期
間
・
・
・
７
月
2
1

日
～
８
月
3
1
日
ま
で
の
間
で
1
3
日

間
▼
賃
金
・
・
・
三
千
六
百
八
十
円

（
日
額
）
▼
募
畢
人
数
・
・
・
若
干
名
▼

勤
務
場
所
・
：
指
定
す
る
小
学
校
プ

ー
ル
▼
勤
務
時
間
・
：
午
前
８
時
半

～
午
後
４
時
半
▼
内
容
…
児
童
の

水
泳
監
視
、
プ
ー
ル
施
設
の
整
備

点
検
な
ど
▼
申
し
込
み
・
：
市
販
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
を
ほ
っ
て
６
月
2
9
日
ま
で
に

教
育
委
員
会
総
務
課
へ
。

　
　
　
（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
：
６
月
2
6
日
困
、
午
後

３
時
半
Ｌ
４
時
▼
と
こ
ろ
…
中
央

図
書
館
集
会
室
（
折
居
台
一
丁
目
）

▼
内
容
・
・
・
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居

▼
対
象
…
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学

年
▼
参
加
料
…
無
料
▼
問
い
合
わ

せ
・
：
中
央
図
書
館
（
容
⑩
1
5
1

1
）
へ
。
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
鵜
（
ウ
）
飼
い
ツ
ア
ー

　
▼
実
施
日
・
：
７
月
1
4
日
間
、
８

月
1
8
日
面
▼
募
集
人
員
…
各
1
0
0
人

　
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
：
大
人
千

円
、
小
学
生
五
百
円
▼
申
し
込
み

・
：
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
・
‐
‐
、
宇
治

観
光
案
内
所
、
京
阪
交
通
社
各
営

営
所
、
京
阪
宇
治
交
通
サ
ー
ビ
ス

で
参
加
券
発
売
中
（
電
話
予
約
可
）
。

各
実
施
日
の
３
日
前
で
締
め
切
り

ま
ず
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
宇
治
観
光

協
会
（
雲
⑩
3
3
3
4
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
　
軟
式
テ
ニ
ス
教
室

　
▼
と
孝
・
？
月
1
3
B
出
～
８
月

４
日
㈲
ま
で
の
毎
週
土
・
日
曜
日

８
日
間
、
午
後
５
時
１
７
時
▼
と

こ
ろ
・
：
黄
奘
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

お買物のめやす消費者物価

20（6月分）

この公表価格は、6月初めに実施した消費者モニタ
ー店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)
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レギュラー1I現金
売り 139▲5.4●1.4 150 131

ティッシュ

　ペーノl－

400枚入lffi

け'Iネ･･,クス・スコ･フテＯ 152▲0.7▲1.3 168 128

台所用
　　ラップ

サランラップ
30ciiiX20cm 219 0.9A 3.1

238 142

アルミ
　　ホイル 25c≫x8Cm 162▲1.8 4.5 185 110

シャンプー 液体ポり容器220cc
花£ェッセンジャル 232 0.0 0.0 290 225

洗濯用
　扮石けん 2.4lg 866息2.3▲2.7 970 650

牛　　肉
すき焼用
中程度100g 353 1.7▲2.8 550 255

I'i さけ 切身100g 336 1.8 20.4 470 125

バレイショ 男爵100R 23
▲23.3▲25.8 40 14

キャベツ中玉約1tg 173▲1.1 27.Z 298 100

鶏　　卵
Ｍサイズパ■/ク入
10個 179 2.3 3.5 225 148

食用油
日i斧サラダ油瓶入
1.6501! 735▲0.4 23.9 860 638

しよう油キッコーマン濃口
瓶入2 I 549▲0.9 1.9 598 498

砂　　糖上dUg 262 0.4 0.8 288 238

小麦粉 日清小麦粉フラワー
1 kK（潭力扮） 209A0.5 3.5 238 193

インスタント
　コーヒー ネ又カフェ黒ラベル

瓶入150 g
1,023▲1.1 5.01.158 960

み　　そタヶヤミソUk 323▲4.2▲0.9 358 230

食ノ-■ン
普ii品１斤

（スライスしたもの） 160▲0.6▲3.6 180 135

洗濯代 ワイシャツ白の長そで 155 0.6 8.4 250 120
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